
令和 5 年度首里城再興研究プロジェクト Q&A 

 
Q1：首里城再興学術ネットワークとはどのようなものか 

A: 「首里城再興学術ネットワーク」は、首里城再興に学術面から貢献するネットワークと
して 2020 年に琉球大学において発足しました。首里城再興に向けた課題は多岐にわたっ
ており、県内の大学、研究機関を核に広範囲な学術ネットワークを構築することにより、
教育・研究面で首里城再興に貢献することを目指しています。 

  当ネットワークは①組織の枠を超え首里城再興に学術面から貢献するプラットフォー
ムとすること、②首里城再興に貢献する研究・教育を振興すること、③ワークショップ・
シンポジウムを重ねることでネットワークを拡充すること、を基本方針とし琉球大学研
究推進機構、地域連携推進機構及び大学本部の教職員が事務局となり活動しています。 

→ 活動内容は⾸⾥城再興学術ネットワークホームページをご参照ください 
http://www.res.lab.u-ryukyu.ac.jp/about_shurijo_net.html 

 
Q2:どんな分野が対象になるか 

A: 公募要領で示したとおり、本研究プロジェクトでは首里城の復興及び基層である沖縄の
歴史・文化の再認識に資する研究を推進することを目的に、幅広い分野での研究を対象に
公募を行います。想定する研究課題の例を別紙で示していますが、例示に限定されるもの
ではなく、多様な分野・視点からの応募を期待しております。 

 
Q3:研究プロジェクトは単年度事業か 

A: 公募要領では、研究期間を令和 6年 3 月 31 日までと定めていることから、単年度事業
となります。 

 
Q4:学外者も含めたチームで応募してもよいか 

A: 首里城再興学術ネットワークでは、組織の枠を超え首里城再興に学術面から貢献するこ
とを目指しており、他大学や学外組織と連携した提案も可能です。 

  ただし、分担金として学外に支出することはできません。 
 
Q5：事務職員や技術補佐員は応募できるか 

A: 公募要領では申請資格者を本学の教員としているので、教員と事務職員や技術補佐員が
チームを組んだ申請は可能です。 



 
Q6：どのような経費が対象になるか 

A: 公募要領の実施計画書（別紙様式１）、「令和 5 年度研究経費内訳」を参照に予算書を作
成してください。例示されている費目に該当しない経費については、研究推進課・研究推
進係との調整をお願いします。 

 
Q7：国内外への調査出張やワークショップ、成果報告会を行う研究提案は応募可能か 

A: コロナ禍の中、国内外への出張やワークショップ、成果報告会を伴う調査研究は計画が
立てにくい状況にあると思慮します。 
しかしながら、このような調査手法の提案を対象外とするものではないので、調査出張

と併せ他の代替案も組み合わせてご提案ください。 
 

Q8：コロナの影響が長引いた場合、研究期間の延長は可能か（繰り越しについて） 

A: 新型コロナウィルス感染症への対応がいつまで続くのか不透明な中、研究活動に関し
ても少なからず影響がでることが予想されます。 
現時点で繰り越しを前提とした計画で進めることはできませんが、今後の新型コロナ

ウィルス感染症対策の推移により計画の進捗に重大な影響が生じた場合は、その時点で
研究担当者と研究推進課で協議し判断されることになると考えます。 

 
Q9：シンポジウム等による発表はいつ頃を予定しているのか 

A: 令和 5 年 10 月～11 月に予定している首里城再興学術シンポジウムおいて、口頭又は
ポスターによる発表をお願いする場合があります。 
内容や方法については、採択された研究者と協議しながら検討したいと考えておりま

す。 
 

Q10：報告書は学外公表されるのか 

A: 採択された研究プロジェクトは、その成果の学術雑誌への投稿の妨げにならないよう
に配慮しつつ、首里城再興に資する多様な研究活動を振興する先行事例として広く紹介
したいと考えております。 
インタビュー記事等をポータルサイトで紹介することも想定していますのでご協力を

お願いいたします。 
 

Q11：「様式 1」の枠は、⽂章量に応じて⾃由に拡⼤しても宜しいでしょうか。 



A: ⽂章量に応じ、適宜拡⼤して差⽀えございません。 
 
Q12：過去の外部資⾦獲得実績及び研究業績の参考資料について 
８.審査基準と選考（５）事業遂⾏能⼒（過去の外部資⾦獲得実績や研究業績等） 
①実績等については、研究成果と⾸⾥城再興との関連性があるものが対象でしょうか。 
②グループで応募する場合は、全員の実績等の提出が必要でしょうか。 
③実績等については何年分が対象でしょうか。 

A: 実施計画書に参考資料として添付する「過去の外部資⾦獲得実績及び研究実績」につい
ては、特に⾸⾥城関連分野に限るものではなく、2019 年〜2022年の外部資⾦獲得実績
及び研究実績を記載してください。 
また、グループで提出する場合は、全員分の提出をお願いします。 


